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ほ
ん
の
一
年
前
ま
で
私
は
、

神
や
信
仰
と
い
っ
た
こ
と
と

は
、
ま
る
で
か
け
離
れ
た
毎
日

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
四
十
歳
を
迎
え
た
年
の
、
十

二
月
の
こ
と
で
す
。
夜
、
い
つ
も

の
よ
う
に
床
に
つ
き
眠
ろ
う
と

目
を
閉
じ
る
と
、
不
思
議
な
こ

と
に
閉
じ
た
ま
ぶ
た
の
中
に
何

か
が
浮
か
ん
で
見
え
た
の
で

す
。
そ
れ
は
白
い
半
透
明
の
球

体
と
光
の
よ
う
で
し
た
。
な
ん

だ
ろ
う
？
と
思
い
、
意
識
を
集

中
さ
せ
て
み
る
と
、
な
ん
と
次
か
ら
つ
ぎ
へ

と
過
去
の
記
憶
が
甦
っ
て
き
た
の
で
す
。
そ

し
て
こ
の
時
、
誕
生
以
前
の
記
憶
ま
で
も
が

鮮
明
に
甦
っ
て
き
た
の
で
す
。
ま
る
で
夢
で

も
見
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
そ
う
、
夢
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
不
思
議
な
体
験
で

し
た
…
。

神の定めに従って　

橋本 秀二

《恵みに生かされて》

 

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
私
は
神
愛
教

会
の
門
を
た
た
く
事
と
な
り
ま
す
。

私
の
人
生
は
こ
の
日
以
来
、
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。
聖
ア
ン
デ
レ
教
会

で
堅
信
を
受
け
、
信
徒
の
皆
さ
ん
に

囲
ま
れ
、
す
ば
ら
し
い
結
婚
式
を
神

愛
教
会
で
あ
げ
る
こ
と
も
出
来
ま
し

た
。
皆
の
一
人
ひ
と
り
の
手
作
り

で
、
と
て
も
温
か
味
の
あ
る
忘
れ
ら

れ
な
い
も
の
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ

れ
は
ま
る
で
神
様
の
愛
に
よ
る
贈
り

物
の
よ
う
で
し
た
。
そ
し
て
ま
た
今

年
は
、
神
愛
教
会
創
立
百
周
年
記
念

で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
一
年
を
振
り
返
る
と
、
本
当
に
神
様

の
愛
、
恵
み
に
生
か
さ
れ
て
来
た
事
に
気
が

つ
き
ま
す
。
あ
の
不
思
議
な
体
験
以
来
私

は
、
す
べ
て
の
事
が
主
の
導
き
、
神
の
定
め

に
よ
る
も
の
だ
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

の
で
す
。
　
　
　
　
　
　 (

神
愛
教
会
信
徒)
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◇
12
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
聖
書
の
主
日
（
降
臨
節
第
２
主

日
）
▽
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
▽
聖
救
主

福
祉
会
の
た
め
▽
部
落
解
放
キ
リ
ス

ト
者
運
動
の
た
め

《
奉
献
先
か
ら
》

 

部
落
解
放
キ
リ
ス
ト
者
運
動

　
宗
教
者
、キ
リ
ス
ト
者
に
よ
る
部
落

解
放
・
人
権
確
立
の
活
動
は
、「『
同
和

問
題
』に
と
り
く
む
宗
教
教
団
連
帯
会

議
」
や
「
部
落
問
題
に
取
り
組
む
キ
リ

ス
ト
教
連
帯
会
議
」と
い
う
名
称
に
込

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
連
帯
」と
い

う
視
点
で
、被
差
別
部
落
の
人
た
ち
や

他
の
人
権
問
題
で
の
被
差
別
当
事
者
に

よ
る
解
放
運
動
や
他
の
宗
教
教
団
、キ

リ
ス
ト
教
各
派
と
の
繋
が
り
を
重
要
な

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。部
落
差
別
と
さ

ま
ざ
ま
な
差
別
の
解
決
に
向
か
っ
て
、

 今週・来 週 の予 定

１２月17日～30日

１７（日）降臨節第３主日

合同堅信式(主教座）

１９（火）常置委員会

２０（水）教役者レクイエム(主教座）

２４（日）降臨節第４主日

　　 主教巡回　東京聖三一教会

２５（月）降誕日

宗
教
教
団
自
体
の
組
織
や
教
え
、
ま

た
個
々
の
宗
教
者
の
姿
勢
を
、啓
発
・

教
育
や
差
別
事
件
・
事
象
、さ
ら
に
は

「
教
育
基
本
法
」「
憲
法
」と
言
っ
た
社

会
的
な
問
題
に
取
り
組
む
中
で
、
反

差
別
・
人
権
確
立
を
確
固
と
し
た
も

の
と
す
る
た
め
に
、
連
帯
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。  

（
関
東
部
キ
連
委
員

長
　
司
祭
　
田
光
信
幸
）

◇
堅
信
受
領

12
月
10
日
　
小
金
井
聖
公
会
で

▽
山
本
真
理
子
▽
小
笠
原
真
貴
子

（
小
金
井
）

◆
教
役
者
レ
ク
イ
エ
ム

12
月
20
日
（
水
）
午
前
10
時
半

　
　
　
　
　    

  
主
教
座
聖
堂

　
　
　
　 

説
教
・
司
祭
田
光
信
幸

▽
主
教
佐
々
木
鎮
次
▽
司
祭
奥
村
亮

▽
司
祭
岩
井
祐
彦
▽
司
祭
今
宮
良
治

▽
司
祭
吉
沢
直
江
▽
司
祭
貫
民
之
介
▽

司
祭
清
田
海
一
郎
▽
司
祭
富
田
孫
太
郎

▽
司
祭
竹
内
寛
▽
主
教
工
藤
義
雄
▽
司

祭
加
藤
九
十
九
▽
司
祭
秋
吉
光
雄

◆
と
こ
し
え
の
平
安

11
月
22
日
　
松
野
　
貴
司
（
58
）

聖
パ
ウ
ロ

11
月
29
日
　
北
原
　
幹
子
（
90
）

八
王
子

（こ
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
）
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▽
Ｃ
Ｏ
Ａ（
中
高
生
世
代
活
動
の

支
援
団
体
）
で
は
本
日
、
浅
草
日
曜

給
食
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
終
え
た

あ
と
、
28
日
（
木
）
に
ク
リ
ス
マ
ス

会
《
カ
ム
カ
ム
ク
リ
ス
マ
ス
》
を
開

い
て
今
年
の
活
動
を
終
え
る
。
当
日

は
10
時
過
ぎ
か
ら
聖
ア
ン
デ
レ
教
会

で
手
づ
く
り
礼
拝
や
ゲ
ー
ム
、
制
作

な
ど
で
楽
し
む
、昼
食
持
参
。

　
▽
滝
乃
川
学
園
創
立
者
石
井
筆
子

関
連
の
映
画
や
音
楽
会
が
賑
わ
い
を

み
せ
て
い
る
な
か
で
、
既
報
の
よ
う

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
番
組
「
そ
の
時
歴

史
が
動
い
た
」
で
も
放
映
さ
れ
る
。

「
小
さ
き
者
の
灯
火
は
消
さ
ず

（
仮
題
）
～
石
井
筆
子
・
知
的
障

害
児
教
育
へ
の
闘
い
～
」
、
20
日

（
水
）
総
合
、
22
時
～
22
時
43
分
。

　
▽
ぶ
ど
う
の
い
え
（
難
病
と
闘

う
子
ど
も
と
家
族
の
た
め
の
滞
在
施

設
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中
。

月
曜
～
土
曜
（
特
に
土
曜
）
10
時
～

17
時
の
う
ち
週
１
、
２
回
ぐ
ら
い
。

電
話
03
（
３
８
１
８
）
３
３
６
２
。

　
▽
台
東
九
条
の
会
（
南
部
）
が
12

月
19
日
（
火
）
19
時
～
20
時
半
、
浅

草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
で
開
か
れ
る
。「
変

え
て
は
い
け
な
い
！
子
ど
も
の
未
来

の
た
め
に
」（
楡
原
民
佳
＝
聖
パ
ウ
ロ

教
会
信
徒
）
の
話
と
懇
談
。

　
▽
教
区
Ｈ
Ｐ
で
は
、教
区
内
全
教

会
・
礼
拝
堂
の
降
誕
日
前
夕
礼
拝
・
降

誕
日
礼
拝
・
年
末
年
始
礼
拝
の
時
間

を
表
に
し
て
、
20
日
前
後
に
は
ア
ッ

プ
す
る
予
定
で
準
備
し
て
い
る
。

◇
12

月
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

・
聖
テ
モ
テ
　
19
日
（
火
）
12
時
30

分
、
オ
ル
ガ
ン
＝
菊
地
泰
子

・
神
田
キ
リ
ス
ト
　
20
日
（
水
）
12

時
20
分
、
オ
ル
ガ
ン
＝
飯
沼
　
彩

《
今
、
こ
の
教
会
で
は
…
》

　
　
　
　
　
　
神
田
キ
リ
ス
ト
教
会

　
壮
年
会
で
は
こ
こ
数
年
他
の
教
会

を
訪
問
し
て
お
り
、一
昨
年
は
エ
リ
ザ

ベ
ス
サ
ン
ダ
ー
ス
ホ
ー
ム
、昨
年
は
日

光
の
真
光
教
会
、今
年
は
当
教
会
に
在

籍
さ
れ
た
大
郷
先
生
が
主
宰
す
る
ア
ブ

ラ
ム
の
里
に
行
き
ま
し
た
。
当
地
は

名
所
の
四
十
八
滝
を
背
景
に
広
大
な

敷
地
を
有
し
、
素
朴
な
生
活
の
中
で

キ
リ
ス
ト
教
を
通
じ
青
少
年
の
育
成

に
励
ん
で
お
り
、
昨
年
の
冬
は
沖
縄

の
子
ど
も
た
ち
が
十
数
名
来
ら
れ
、

始
め
て
の
雪
に
感
動
し
、
雪
合
戦
や

ソ
リ
滑
り
に
興
じ
た
そ
う
で
す
。
当

壮
年
会
も
、
今
後
少
し
で
も
お
手
伝

い
を
し
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

夜
は
経
験
豊
富
で
多
趣
味
な
大
郷
先

生
の
お
話
を
聞
き「
酒
」の
交
わ
り
を

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　(

森
　
毅)
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【
教
会
グ
ル
ー
プ
協
議
会
報
告
・

今
年
の
活
動
か
ら
】
　

　
　
５
　
環
状
　
　
　

　
当
グ
ル
ー
プ
の
５
教
会
・
２
礼
拝

堂
は
、
毎
年
４
月
29
日
に
全
生
園
で

合
同
礼
拝
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年

特
に
信
徒
で
あ
る
元
患
者
さ
ん
た
ち

は
、
高
齢
化
し
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、こ
の
様
な
合
同
礼
拝
は
、環
状
グ

ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
一
堂
に
会
し

て
、交
わ
り
・
分
か
ち
合
い
の
時
を
持

つ
よ
い
機
会
な
の
で
す
。
ま
た
こ
の

全
生
園
が
会
場
と
い
う
こ
と
は
、
こ

の
施
設
に
つ
い
て
知
る
機
会
に
も
な

り
ま
す
。
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
と
し

て
、
社
会
か
ら
強
制
的
に
隔
離
さ
せ

ら
れ
、
筆
舌
し
が
た
い
ほ
ど
の
苦
難

の
中
を
生
き
て
こ
ら
れ
た
、
元
患
者

さ
ん
た
ち
と
共
に
礼
拝
に
与
か
り
ま

す
。

　
元
患
者
さ
ん
た
ち
は
、
決
し
て
多

く
を
語
ら
れ
ま
せ
ん
。
控
え
め
す
ぎ

る
と
思
う
ほ
ど
で
す
。
し
か
し
準
備

段
階
か
ら
き
め
細
か
く
心
配
り
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
。
暖
か
い
優
し
さ
が

さ
ざ
波
の
様
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

当
日
は
皆
で
礼
拝
を
守
り
、
大
人
も

子
ど
も
も
一
緒
に
礼
拝
し
ま
す
。
立

教
大
学
の
学
生
さ
ん
も
参
加
し
、
一

緒
に
聖
歌
を
歌
い
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
の

演
奏
を
聞
き
ま
す
。
特
に
ハ
ン
ド
ベ

ル
の
演
奏
は
、
う
っ
と
り
と
聞
き
ほ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は

サ
ー
バ
ー
の
奉
仕
を
し
ま
す
。
皆
で

参
加
し
、
皆
で
行
う
礼
拝
で
す
。
イ

エ
ス
様
が
真
中
に
お
ら
れ
る
と
感
じ

る
、
豊
か
な
礼
拝
で
す
。
喜
び
が
こ

み
上
げ
て
き
て
、
頬
が
ゆ
る
ん
で
し

ま
い
ま
す
。

幹
事
・
池
袋
聖
公
会
　
執
事
神
崎
和
子

　
▽
…
教
会
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
お
客

様
が
見
え
、
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
そ
れ

ぞ
れ
の
教
会
の
現
状
を
話
し
合
う
機

会
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
イ

ギ
リ
ス
で
は
90
年
代
に
司
祭
の
数
が

減
少
し
て
、
そ
の
方
の
地
区
の
教
会

で
は
、
８
つ
の
教
会
を
３
人
の
司
祭

様
が
協
働
で
管
理
す
る
体
制
に
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
に
教

会
委
員
会
以
外
に
他
の
教
会
と
協
働

す
る
た
め
の
委
員
会
が
あ
り
、
そ
の

働
き
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
委
員
会
で
は
、
教
会
に
行
く
こ
と

に
よ
っ
て
自
分
達
の
心
の
安
定
に
ば

か
り
重
点
を
置
き
、
イ
エ
ス
様
に
出

会
え
た
喜
び
を
他
者
に
伝
え
る
努
力

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
自
分
は
ど

う
な
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
時
間

で
し
た
。
　
　
　
　
　

　
　（
Ｉ
Ｍ
）


